
 

 

 

 

 

     

◇ 

宮
司
の
柴
田
で
す
。 

鮮
や
か
な
紅
に
染
（
そ
） 

ま
っ
た
神
門
下
の
紅
葉
葉
（
も
み
じ
は
）
は
、
と
き
お

り
吹
き
抜
け
る
風
に
、
葉
を
散
ら
し
始
め
ま
し
た
。 

よ
う
や
く
、
冬
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
昨
今
で
す
。 

時
は
早
く
流
れ
て
十
二
月
を
迎
え
ま
し
た
。 

◇ 

十
二
月
の
事
を
な
ぜ
、
師
走
と
い
う
の
で
し
ょ
う 

か
。 

諸
説
（
し
ょ
せ
つ
）
あ
り
ま
す
が
、
皆
忙
し
く
、

師
匠
（
し
し
ょ
う
）
と
い
え
ど
も
趨
走
（
す
う
そ
う
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
走
る
と
い
う
意
味
で
す
。）
す
る
こ

と
か
ら
、「
師
趨
（
し
す
う
）」
と
な
り
、
こ
れ
が
転
じ

て
師
走
に
な
っ
た
と
す
る
説
が
一
般
的
で
す
。 

ま
た
、

「
歳
極
（
と
し
は
つ
）
る
月
」
で
あ
る
と
い
う
説
、
一

年
の
最
後
の
月
で
あ
る
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。 

あ

る
い
は
、「
万
事
（
ば
ん
じ
）
為
果
（
し
は
）
つ
月
」

と
い
う
説
、
仕
事
納
め
と
解
釈
（
か
い
し
ゃ
く
）
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

何
か
と
気
忙
（
き
ぜ

わ
）
し
く
、
慌
（
あ
わ
）
た
だ
し
い
年
の
瀬
を
迎
え
て

い
ま
す
。 

◇
明
後
日
の
十
二
月
八
日
は
、
日
米
開
戦
七
十
年
で
す

し
、
来
年
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
に
調
印
し
、
わ
が
国
が
、
国
際
社
会
に
復
帰 

し
て
六
十
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。 

今
年 

     

の
年
頭
に
、
日
本
は
、
明
治
維
新
さ
ら
に
は
、
戦
後
の

復
興
に
引
き
続
い
て
、
三
回
目
の
奇
跡
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
正
念
場
だ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。 

「
国

家
の
品
格
」
を
著
（
ち
ょ
）
さ
れ
た
藤
原
正
彦
さ
ん
も
、

そ
の
本
の
中
で
、
日
本
は
、
六
番
目
の
危
機
を
迎
え
て

い
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

元
寇
（
げ
ん
こ
う
）、

明
治
維
新
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
戦
後
そ
し
て
、

今
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
ね
。 

実
は
、
い
づ
れ

の
危
機
も
、
国
内
の
戦
争
、
い
わ
ゆ
る
内
乱
（
な
い
ら

ん
）
や
他
国
と
の
戦
争
か
ら
危
機
に
陥
（
お
ち
い
）
っ

て
い
ま
す
よ
ね
。 

そ
し
て
、
そ
の
危
機
か
ら
の
脱
出

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
平
和
へ
の
歩
み
な
の
で
あ
り
ま

す
。 

明
治
二
十
年
に
、
明
治
天
皇
様
は
、 

 

 

池
み
づ
の 

上
に
も
し
る
し 

四
方
（
よ
も
）
の
海 

 

浪
（
な
み
）
し
づ
か
な
る 

年
の
は
じ
め
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
の
御
製
（
ぎ

ょ
せ
い
、
天
皇
陛
下
の
詠
ま
れ
た
和
歌
の
事
で
す
。）

を
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

小
さ
な
池
の
水
で
さ
え
波
ひ

と
つ
立
た
な
い
平
和
な
年
の
始
め
で
あ
る
よ
う
に
、
こ

の
新
年
が
、
世
界
各
国
が
平
和
で
、
波
乱
に
つ
な
が
る

さ
ざ
波
も
立
た
な
い
、
無
事
を
願
わ
れ
た
御
製
で
す
。 

さ
ら
に
、
日
露
戦
争
を
前
に
さ
れ
た
明
治
三
十
七
年
に

は
、 

よ
も
の
海 

み
な
同
胞
（
は
ら
か
ら
）
と 

思
う
ふ
世
に

な
ど
波
風
の 

た
ち
騒
ぐ
ら
む 

と
詠
ま
れ
ま
し
た
。 

世
界
の
人
類
は
、
皆
兄
弟

同
様
だ
と
考
え
て
い
る
の
に
、
戦
争
が
何
故
起
こ
る
の

か
と
い
う
政
治
の
不
条
理
を
お
嘆
（
な
げ
）
き
に
な
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

◇
実
は
、
平
和
と
は
、
残
念
な
が
ら
戦
争
と
戦
争
の
間

の
時
期
、「
戦
間
期
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

記
録
に

残
る
人
類
の
歴
史
五
千
年
で
、
主
要
な
戦
争
は
一
万
四

千
回
以
上
、
戦
死
者
は
、
地
球
人
口
に
匹
敵
（
ひ
っ
て

き
）
す
る
五
十
億
に
達
す
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。 

過

去
の
三
千
四
百
年
間
で
、
平
和
な
時
代
は
、
二
百
五
十

年
に
す
ぎ
な
い
そ
う
で
す
。 

戦
後
の
六
十
六
年
の
平

和
な
時
代
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
、
け
っ
し
て
、「
戦
間
期
」
に
し
て
は
い
け

な
い
の
で
あ
り
ま
す
ね
。 

そ
の
六
十
六
年
前
は
、
世

界
か
ら
完
全
に
孤
立
（
こ
り
つ
）
し
て
い
た
、
世
界
中

（
せ
か
い
じ
ゅ
う
）
を
相
手
に
戦
争
し
て
い
た
の
と
対

照
的
に
、
今
日
で
は
、
国
際
社
会
と
の
相
互
依
存
体
制

が
確
実
に
存
在
し
て
い
ま
す
よ
ね
。 

こ
れ
も
、
ま
さ

に
、
奇
跡
で
す
よ
ね
。 

◇
戦
争
は
、
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

「
ホ

ー
リ
ー 

ワ
ー 

聖
戦
（
せ
い
せ
ん
）」、「
ダ
ー
テ
ィ 

ワ
ー 

汚
（
き
た
な
）
い
戦
争
」、
そ
し
て
「
ジ
ャ
ス

テ
ィ 

ワ
ー 

正
戦
（
せ
い
せ
ん
）」
で
す
。 

こ
れ

ま
で
の
日
清
・
日
露
・
大
東
亜
（
だ
い
と
う
あ
）
の
戦

宮
司
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ス
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争
は
、「
ジ
ャ
ス
テ
ィ 

ワ
ー 

正
戦
」
だ
と
、
次
世

代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
恒
久
平
和
を
願
っ
て
尊

い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
御
英
霊
（
ご
え
い
れ
い
、
戦
争

で
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々
の
事
で
す
。）
の
御
恩
に

報
い
る
事
が
出
来
ず
に
、「
戦
間
期
」
と
い
う
過
ち
を

繰
り
返
し
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。 

大

東
亜
戦
争
だ
け
で
、
軍
人
、
民
間
人
を
含
め
て
三
百
十

万
人
も
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。 

◇
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
、
さ
ら

に
は
台
風
の
被
害
、
タ
イ
の
大
洪
水
と
不
幸
の
連
鎖

（
れ
ん
さ
）
で
あ
り
ま
す
。 

産
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
歴
史
的
円
高
・
雇
用
規
制
・
国
際
的
に
不
公
平

な
環
境
規
制
・
高
い
法
人
税
・
出
遅
れ
た
貿
易
の
自
由

化
・
電
力
不
足
の
六
重
苦
、
農
水
産
業
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
交
渉
参
加
と
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。 

「
日
本
が
敗
戦
か
ら
早
く
復
興
で
き
た
秘
密
は
何
か
」

と
い
う
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
質
問
に
、
当
時
の
大
平
外

相
、（
後
の
総
理
大
臣
）
は
、「
日
本
と
い
う
国
は
、
災

害
が
多
く
、
日
本
人
は
、
耐
え
て
、
克
服
し
、
災
害
前

よ
り
は
日
本
を
よ
く
す
る
ん
だ
と
い
う
気
概
を
忘
れ

な
か
っ
た
。 

こ
の
力
が
復
興
力
だ
。」
と
答
え
た
そ

う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、「
震
災
後
」
を
、「
戦
後
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
替
え
て
、
大
震
災
の
前
よ
り
も

良
く
す
る
ん
だ
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
生
活
を
心
掛

け
た
い
も
の
で
す
ね
。 

三
回
目
の
奇
跡
を
起
こ
す
原

動
力
と
な
る
よ
う
に
。 

来
る
年
も
、
皆
様
方
の
御
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇
十
一
月
、
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行 

＊
十
一
月
五
日 

 
 

＊
柴
田
宮
司
の
実
家
の
小
熊
野
神
社
参
拝
（
上
の
写
真
） 

 

▼
下
関
ル
ミ
エ
ー
ル
の
会
参
拝 

＊
十
一
月
十
六
日 

 
 

（
下
の
写
真
） 

 
 

 
 

 

▼ 

保
育
園
児
参
拝 

＊
十
一
月
中
旬 

 
 

（
上
の
写
真
）
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園 

 
 

（
下
の
写
真
）
第
二
保
育
園 

 
 
 

 
 

 

 

▼
六
連
島
新
嘗
祭 

＊
十
一
月
二
十
五
日 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日 

 

▼
新
嘗
祭 

＊
十
二
月
四
日 

 

▼
大
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
四
日 

 
 
 

 

◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
予
定 

▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
祭
り
＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
天
長
祭 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
大
祓
式
、
除
夜
祭 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

◇
十
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
予
定 

（
報
告
含
む
） 

  

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
忘
年
会 

＊
十
二
月
十
日 

  
  

◇
奉
賛
会
・
維
蘇
志
会
・
敬
神
婦
人
会
合
同
忘
年
会 

 
 
 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
並
び
に
下
関
支
部
関
係 

 

◇
支
部
幹
事
会 

＊
十
二
月
二
日 

 

◇
神
宮
月
次
祭
奉
仕 

＊
十
二
月
十
四
日~

十
六
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
十
二
月
七
日 

 

▼
講
演
活
動  

◇
宮
司
講
和
会 

＊
十
二
月
四
日  

 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
人
権
大
会 

＊
十
二
月
十
日 


